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微小ナノ粒子によって機能化された金属三角形ナノプレートの創製

と触媒反応への応用 

 Synthesis of metal triangular nanoplates functionalized by small 

nanoparticles and application for catalysis 
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背景と研究目的：金はバルクでは不活性で

あるが、ナノ粒子化されるとアルコール酸

化などの液相反応において触媒活性を示す

[1]。一方、三角形ナノプレートは、エッジ

や表面などの特定の結晶面が露出する特異

的な構造を持つことから、面選択的な触媒

活性が発現するものと期待される。本研究

では、【微小金属クラスターを銀三角形ナノ

プレートに担持した複合材料】の開発の前

段階として、金ナノ粒子とカーボンナノチ

ューブ (CNT) との複合体の作製し、その触

媒作用を検討した。 

 

実験：液相レーザー蒸発法で得られた金ナ

ノ粒子に、あらかじめ CNTをアセトン中で

超音波振とう法を用いて分散させた懸濁液

を添加することで CNT 担持金ナノ粒子を

得た。CNT 担持金ナノ粒子に、4-ヒドロキ

シベンジルアルコール、炭酸カリウムを混

合し 24時間撹拌させ、ガスクロマトグラフ 

(GC) を用いて分析を行った。 

 

結果および考察：図 1に CNT担持金ナノ粒

子の TEM像を示す。平均粒径が約 3 nmの

金ナノ粒子が CNT に担持された状態であ

ることが見て取れる。また、CNT上に担持

された金ナノ粒子が凝集せずに分布してい

る様子が観察された。この CNT担持金ナノ

粒子を用いて 4-ヒドロキシベンジルアルコ

ールの酸化反応を行った。反応後の GC の

結果から、反応によって 4-ヒドロキシベン

ズアルデヒドが生成したことが確認された。

一方、原料由来のシグナルは観測されなか

った。この結果から、本反応によって全て

の原料が 4-ヒドロキシベンズアルデヒドに

酸化されたと考えられる。これは、一部の

小さいクラスターが反応に寄与していると

考えられる。また、反応後の TEM 像にお

いて粒子の構造に大きな変化は見られなか

った。このことから、CNT担持金ナノ粒子

は触媒として再利用可能であることが示さ

れた。 

 

今後の課題：銀三角形ナノプレート[2]を触

媒とした触媒反応を試みる。また、三角形

ナノプレートと金ナノ粒子の複合化に取り

組み、その触媒性能を検討する。また、高

分解能 TEMで構造解析することにより、反

応の触媒機構についての解明を目指す。 
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Figure 1. The TEM image of Au nanoparticles on CNT. 


